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相談名 日　程 受付時間 場　所
健康相談（予約制） ７日（水） ９：00～11：30

土浦市保健センター（☎826‐3471）栄養相談（予約制） 13日（火） 13：00～16：10
リハビリ相談（予約制） 14日（水） ９：00～11：30
こころの相談（予約制） ６日（火） 13：00～15：00 障害福祉課（☎内線2470）

精神保健相談（予約制）
６日（火） 14：30～16：30

土浦保健所（☎821‐5516）
16日（金） 15：００～16：00

高齢者健康相談
８日（木）

10：００～11：30
新治総合福祉センター（☎862‐3522）

22日（木） 老人福祉センターうらら（☎827‐0050）

２月の健康相談

運動は週に２日以上、
１日30分以上、
１年以上の継続を！

「けんこうつちうら21」の「う」合言葉⑥

　健康づくり計画「健康つちうら21」では、「けんこう
つちうら21」にちなんだ８つの健康目標を
紹介しています。ぜひ日々の健康づくりに
お役立てください。　　詳しくはこちら▶

健康づくりの合言葉「けんこうつちうら21」
覚えよう！

土浦市医師会
下畑 誉（土浦ベリルクリニック）慢性腎臓病って何？

　慢性腎臓病という言葉を聞いたことがありますか？
慢性腎臓病を英訳したChronic Kidney Diseaseの頭
文字をとり、CKDと呼ばれることもあります。最近
では、コマーシャルでもeGFR(イージーエフアール)
という言葉と共に、徐々に耳にする機会が増えてきた
のではないでしょうか。その名のとおり、腎臓の病気
が長い間続いている状態を表しています。
　腎臓病の主な症状は、尿の異常（尿蛋白や尿潜血）か
腎臓の働きの低下であり、どちらも自覚症状がないた
め、なかなか気づかれにくいという特徴があります。
しかし、腎臓病をそのまま放置しておくと最終的には
人工透析が必要となったり、心臓病や脳卒中を引き起
こしたりするため、自覚症状がないからといって放置
しておくことは大変危険です。
　自分が慢性腎臓病かどうか知るためには、尿検査や
血液検査を行う必要があります。特定健診や健康診断
で蛋白尿陽性（１+以上）を指摘された方は、お近くの

クリニックまたは腎臓専門医のいる施設で尿検査の再
検査をしてもらってください。再検査でも蛋白尿陽性
であれば、腎臓専門医のいる施設を受診してください。
　血液検査では、血清クレアチニン濃度を計測すると
計算によって現在の腎機能がeGFRという数値で表さ
れます。正常値は若年者で100ml/minくらいですが、
３か月以上にわたって60ml/min未満に低下していれ
ば、慢性腎臓病という診断となります。
　慢性腎臓病に対する薬は、これまでRAS阻害薬とい
う降圧薬が中心でしたが、現在は糖尿病治療薬である
SGLT2阻害薬に腎機能低下を抑制する効果が認めら
れたり、糖尿病由来の慢性腎臓病に対してMR受容体
拮抗薬という薬に腎機能低下を抑制する効果が認めら
れたりと、治療選択肢の幅が広がっています。
　まずはご自身が慢性腎臓病かどうか確認し、慢性腎
臓病であれば早期の治療を始めましょう。

広告


